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写真

　

今
春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
昨

年
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
考

慮
し
て
断
念
し
た
「
国
府
台
か
ら

矢
切
の
渡
し
・
寅
さ
ん
の
柴
又
帝

釈
天
」
散
策
で
す
。

　

実
施
日
は
４
月
５
日
で
す
。

　

予
定
コ
ー
ス
は
別
記
の
と

お
り
で
、
桜
の
名
所
里
見
公

園
（
里
見
氏
と
北
条
氏
の
古

戦
場
跡
）
と
じ
ゅ
ん
菜
池
を

巡
り
、
伊
藤
左
千
夫
「
野
菊

の
墓
」
の
舞
台
に
な
っ
た
田

園
風
景
か
ら
矢
切
の
渡
し
へ
、

小
舟
で
の
江
戸
川
渡
河
で
ス

リ
ル
も
味
わ
っ
た
後
、
渥
美

清
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
寅
さ

可
能
で
す
。

　

春
の
一
日
、
う
き
う
き
気
分
で

お
花
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
参
加
の
事
前
予

約
を
不
要
と
す
る
方
法
を
試
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、
４
月
５
日
10
時
に
直

接
現
地
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

ウオーキングの
予定コース

●京成本線「国府台」駅改札前集合
※集合時間：10 時

↓（富士山のビュースポット、
江戸川岸を徒歩 20 分）

●里見公園（散策 20 分）
※里見氏と北条氏の古戦場跡

桜をはじめ花の名所。
↓（桜並木などを徒歩 20 分）

●じゅん菜池緑地（散策・昼食 50 分）
※かつてじゅん菜がとれた沼。自

然観察園を併設。梅と桜の名所。
↓（徒歩 30 分・お疲れの方は「矢

切」駅へショートカット可）
●「野菊の墓」文学碑（見学）

※伊藤左千夫「野菊の墓」の舞台。
↓（田園風景を徒歩 20 分）

●矢切の渡し（松戸側）
↓（乗船代 100 円は各自負担）

●矢切の渡し（柴又側）
↓（山本亭をながめ徒歩 15 分）

●柴又帝釈天（参拝）
※運が良ければ「寅さん」に会える

混雑していたら境内で流れ解散
●帝釈天参道（お買い物）

↓（「男はつらいよ」でお馴染み）
●京成金町線「柴又駅」解散

■参加予約は不要です。
　直接現地へ時間までに
　おいでください。
■ウオーキングに適した

靴を履いてください。
■弁当を持参ください。

飲み物は退職者会から
お渡しします。

国府台から矢切の
渡し・柴又帝釈天

４月５日は
お・花・見
ウオーキング

無
条
件
で
楽
し
め
る

と
思
い
ま
す
。

　

脚
に
自
信
の
な
い

方
は
コ
ー
ス
の
半

分
ほ
ど
で
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
す
る
こ
と
も

梅の時期の「里見公園」

ん
で
お
馴
染

み
の
柴
又
帝

釈
天
と
参
道
。

柴又帝釈天参道

道の駅「富士吉田」から
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穐
山
幸
英
さ
ん

　

脳
梗
塞
の
後
遺
症
で
リ
ハ
ビ
リ
、

病
院
で
治
療
中
で
す
。石

川
幸
男
さ
ん

　

清
友
会
旅
行
大
変
楽
し
い
三
日

間
で
し
た
。
右
脚
戦
傷
（
占
守
島
）

で
若
干
不
可
で
す
が
、
元
気
で
毎

日
頑
張
っ
て
ま
す
。
11
月
28
日
89

歳
に
な
り
ま
し
た
。井

田
昭
平
さ
ん

　

遅
く
な
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。
私

の
両
膝
も
大
分
良
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
長
歩
き
は
、
疲
れ

が
残
り
ま
す
。

　

お
か
か
の
認
知
症
も
新
し
い
事

が
頭
に
入
ら
ず
物
忘
れ
が
多
く
、

物
を
片
付
け
た
あ
と
、
ど
こ
に
入

れ
た
か
忘
れ
る
。
生
家
帰
り
た
い
。

昔
の
家
に
帰
り
た
い
と
か
。
今
の

処
、
外
に
出
歩
く
こ
と
だ
け
無
い

の
で
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

加
藤
秀
一
さ
ん

　

毎
日
元
気
で
過
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
５
日
仕
事
に
行
っ
て
、
ぼ

け
な
い
様
に
し
て
い
ま
す
。
た
ま

に
は
散
歩
も
し
て
い
ま
す
。

上
村
八
洲
男
さ
ん

　

天
候
不
順
の
年
で
し
た
。

　

清
友
会
の
参
加
人
数
も
減
っ
て

い
ま
す
が
、
参
加
さ
れ
る
皆
様
の

元
気
が
一
番
で
す
。
本
年
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
新
年
が
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

菊
地
光
信
さ
ん

　

現
在
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
カ

ラ
オ
ケ
に
と
毎
日
過
し
て
い
ま
す
。

　

清
友
会
の
写
真
を
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

小
泉
京
一
さ
ん

　

12
月
24
日
入
院
、
手
術
す
る
た

め
。
11
月
15
日
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

検
査
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
22
日

に
最
終
的
に
手
術
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

小
林
敬
佶
さ
ん

　

役
員
の
皆
様
、
い
つ
も
ご
苦
労

様
で
す
。
相
変
わ
ら
ず
、
町
会
の

役
員
を
続
け
て
い
ま
す
。
時
折
、

元
職
場
の
仲
間
と
交
流
し
、
ゴ
ル

フ
、
卓
球
を
楽
し
み
に
、
元
気
に

過
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
の
行
事
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
不
参
加
が
多
く
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
で
き
る

よ
う
、
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
正
一
さ
ん

　

健
康
を
維
持
し
、
皆
さ
ん
と
お

会
い
出
来
る
機
会
を
楽
し
み
に
、

時
に
は
カ
メ
ラ
を
片
手
に
１
時
間

30
分
位
の
散
歩
を
日
課
と
し
て

日
々
過
し
て
お
り
ま
す
。

斉
藤
満
男
さ
ん

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
仕
事
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
体
調
良
く
元
気
で
す
。

　

退
職
者
会
役
員
の
皆
様
の
お
陰

で
安
心
し
て
過
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

塩
田　

伝
さ
ん

　

浅
草
や
上
野
へ
落
語
を
聞
き
に

月
２
～
３
回
出
掛
け
、
地
元
の
友

人
達
と
、
ミ
ニ
ハ
イ
キ
ン
グ
や
酒

を
飲
ん
で
い
ま
す
。庄

司
繁
則
さ
ん

　

最
近
で
は
旅
行
や
ゴ
ル
フ
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
で
は
、
四
国
の
お
寺

八
十
八
ケ
所
や
坂
東
33
観
音
と
秩

父
の
34
観
音
を
お
参
り
を
し
て
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
自
宅
か
ら
マ

イ
カ
ー
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

庄
司
隆
男
さ
ん

　

用
事
が
な
い
時
は
石
神
井
川
を

健
康
の
た
め
、
散
歩
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
会
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
寒
さ
も
一
段
と
厳
し

く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
の
で
、
身

体
を
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

　

退
職
者
会
の
発
展
に
む
け
て
今

以
上
に
皆
様
の
協
力
え
て
、
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
元
気
な

元
気
な
退
職
者
会
を
！

野
住
百
合
子
さ
ん

　

組
合
や
み
な
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ス

を
叮
嚀
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
よ
ろ

こ
ん
で
ま
す
。
今
度
の
正
月
で
米

寿
を
迎
え
ま
す
。
年
も
ふ
え
る
が
、

病
名
ま
た
一
つ
ふ
え
そ
う
で
、少
々

緊
張
し
て
る
昨
今
で
す
。「
め
で
た

さ
も　

や
ま
い
が
ひ
と
つ　

ふ
え

る
ほ
ど
」　

一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
す
気
分
で
す
。

橋
爪
松
雄
さ
ん

　

昨
年
中
は
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
平
和
な
生
活
が
出
来

ま
す
よ
う
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

会
員
の
皆
様
、
健
や
か
な
新
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
、

　

１
月
18
日
に
開
催
し
た
「
新
春
の
集
い
」
の
出
欠
ハ
ガ
キ
に
記

載
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の
み
な
さ
ん
の
近
況
報
告
で
す
。
原
文

の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。（
掲
載
は
氏
名
の
五
〇
音
順
）

会
員
か
ら
の
た
よ
り
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お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

初
見　

通
さ
ん

　

体
調
は
ま
あ
ま
あ
で
す
が
、
耳

が
殆
ん
ど
聞
こ
え
な
く
て
困
っ
て

お
り
ま
す
。
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

※
そ
の
後
、
欠
席
の
連
絡
あ
り
。

藤
波
兼
利
さ
ん

　

毎
日
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
月
に

１
～
２
回
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な

が
ら
最
良
の
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
役
員
の
方
々
、
大
変
ご
苦

労
様
で
す
。

松
岡　

巌
さ
ん

　

平
成
５
年
よ
り
千
葉
県
身
体
障

が
い
者
相
談
員
を
平
成
20
年
迄
15

年
間
奉
仕
活
動
し
て
居
り
ま
し
た
。

今
は
写
真
を
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
。

良
い
お
年
を
迎
え
て
下
さ
い
。

村
田
和
子
さ
ん

　

毎
週
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
。お
わ
っ

た
あ
と
は
食
事
、
あ
と
は
雑
談
し

帰
っ
て
き
ま
す
。

　

又
、
な
い
日
は
あ
つ
ま
っ
て
食

事
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

柳　
　

章
さ
ん

　

執
行
部
の
皆
様
、
今
年
も
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
、
心

の
底
か
ら
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

私
も
年
末
、
年
新
、
神
社
の
準

備
で
大
忙
し
の
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。
来
年
も
、
さ
来
年
も
、
今

日
と
い
う
日
迎
え
ら
れ
る
よ
う
み

ん
な
で
頑
張
ろ
う
！山

岸
治
美
さ
ん

　

退
職
者
会
の
旅
行
は
楽
し
か
っ

た
。
幹
事
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
写
真
を
送
っ
て
い

た
だ
き
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

山
﨑
金
蔵
さ
ん

　

市
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
元
気
で
仕
事
し
て
い
ま
す
。

吉
田
雅
明
さ
ん

　

新
春
の
集
い
当
日
夕
方
町
会（
役

員
を
し
て
い
る
）
の
新
年
会
も
あ

り
、
時
間
に
は
失
礼
し
ま
す
。（
町

会
の
ブ
ロ
グ
も
作
り
ま
し
た
）

　

４
月
退
職
し
、
再
任
用
を
や
ら

ず
、
家
内
と
２
人
で
会
社
を
や
っ

て
い
ま
す
。
地
域
で
は
、
城
北
大

空
襲
犠
牲
者
追
悼
集
会
を
４
月
13

日
に
、
住
民
の
手
づ
く
り
で
や
っ

て
い
ま
す
。
豊
島
の
反
戦
平
和
の

動
き
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
資
格
を
退
職
前
に
と
り
ま

し
た
が
、
退
職
後
も
学
ぶ
場
は
多

く
、
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。

若
井
忠
春
さ
ん

　

秋
の
旅
行
で
は
お
世
話
さ
ま
で

馬
鳥
幹
事
が
参
加
。
総
会
の
模
様
は
１

月
号
報
告
の
と
お
り
で
す
。

▼
12
月
15
日
に
自
治
退
都
本
部
幹
事

会
が
落
合
の
都
本
部
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
庄
司
事
務
局
長
（
常
幹
）、
小

林
事
務
局
次
長
（
幹
事
）
が
参
加
。
当

面
の
行
動
計
画
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
12
月
16
日
、
都
退
協
と
東
京
高
退
連

の
共
催
に
よ
る
「
民
主
党
・
社
民
党
を

激
励
し
政
策
を
聞
く
学
習
会
」
が
衆
院

第
２
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
庄
司
事

務
局
長
（
都
本
部
常
幹
）
と
戸
枝
会
計

が
参
加
。
民
主
党
は
初
鹿
衆
院
議
員
が

年
金
、
医
療
制
度
な
ど
税
と
福
祉
の
一

体
改
革
を
中
心
に
説
明
し
、
社
民
党
か

退職者会
活動日誌

ら
は
阿
部
政
調
会
長
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

を
中
心
に
説
明
が
あ
り
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

▼
会
員
拡
大
へ
向
け
た
取
組
み
と
し

て
、
東
京
清
掃
組
織
部
長
と
の
打
合
せ

を
12
月
15
日
と
１
月
12
日
の
２
回
行

い
、
庄
司
事
務
局
長
と
戸
枝
会
計
が

対
応
。
今
年
度
退
職
者
の
会
員
加
入

へ
向
け
て
東
京
清
掃
が
真
剣
に
な
っ

て
取
組
む
よ
う
申
入
れ
、
退
職
者
歓

送
会
の
あ
り
方
や
自
治
退
発
行
パ
ン

フ
の
取
扱
い
な
ど
を
調
整
し
ま
し
た
。

▼
１
月
５
日
、
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
内
で
当

面
の
行
動
日
程
等
の
打
合
せ
と
調
整

を
渡
辺
会
長
、
庄
司
事
務
局
長
、
戸

枝
会
計
が
行
い
ま
し
た
。

▼
１
月
18
日
、
第
８
回
三
役
会
を
開

催
し
、
総
会
準
備
と
当
面
の
課
題
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
10
回
。

主
な
課
題
は
、
当
面
の
行
動
企
画
、
会

員
拡
大
対
策
、
行
事
ア
ン
ケ
ー
ト
集

約
、
新
春
の
集
い
準
備
、
機
関
紙
等

発
送
の
取
組
み
で
し
た
。

＊
11
月
17
日
の
第
４
回

幹
事
会
以
降
１
月
18
日

の
第
８
回
三
役
会
ま
で

▼
11
月
30
日
、
都
庁
退

第
９
回
総
会
が
都
庁
職

会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

庄
司
事
務
局
長
、
小
林

事
務
局
次
長
、
戸
枝
会

計
、
岩
渕
会
計
監
査
、

し
た
。
又
、
写
真
ま
で
送
っ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
の
旅

思
い
出
が
又
増
え
ま
し
た
。

　

寒
く
な
り
ま
し
た
。
役
員
の
皆

さ
ん
カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
。

渡
辺
昭
之
さ
ん

　

本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
家
族

等
も
健
康
が
一
番
で
す
。
身
に
し

み
て
い
ま
す
。
看
病
、
介
護
は
大

変
だ
と
。
み
な
さ
ん
、
お
元
気
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。渡

辺
正
勝
さ
ん

　

１
月
21
日
は
日
本
医
大
病
院
へ

通
院
の
為
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

尚
、
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。
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１
月
21
日
、

小
石
川
後
楽
園

涵
徳
亭
で
清
掃

退
職
者
会
「
新

春
の
集
い
」
を

上
が
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
単
会
来
賓
、
東
京

清
掃
染
書
記
長
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
、昨
年
同
様
参
加
者
全
員
の
「
ひ

と
こ
と
」。豊
富
な
経
験
を
反
映
し
、

脱
原
発
や
地
域
活
動
も
含
む
多
岐

に
わ
た
る
お
話
し
は
、と
て
も
「
ひ

と
こ
と
」
で
は
済
み
ま
せ
ん
。
爆

笑
の
渦
の
中
で
、
お
互
い
の
元
気

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
清
掃
退
恒
例
の
「
新
春

の
集
い
で
も
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」

三
唱
。
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

清掃退職者会
新春の集い

今
年
も
元
気
に
楽
し
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
お
互
い
の

　

元
気
を
分
か
ち
合
う

開
催
。
会
員
27
名
、
準
会
員
１
名
、

本
部
・
来
賓
６
名
の
34
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

庄
司
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行

し
、
戸
張
副
会
長
が
主
催
者
挨
拶
、

山
﨑
東
京
清
掃
副
委
員
長
、
本
郷

自
治
退
都
本
部
事
務
局
長
、
花
輪

都
庁
退
会
長
よ
り
連
帯
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
北
条
元

委
員
長
の
音
頭
に
よ

り
乾
杯
、
宴
に
移
り

ま
し
た
。

　

宴
が
進
ん
だ
と
こ

ろ
で
、
参
加
記
念
品

を
提
供
い
た
だ
い
た

白
岡
八
幡
宮
氏
子
総

代
の
柳
さ
ん
に
よ
る

新
春
に
ち
な
ん
だ
ク

イ
ズ
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
。
一
気
に
盛
り

「ひとこと」コーナー

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
27
日
、
12

年
度
年
金
額
を
0.3
％
引
き
下
げ
る

と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
総
務

省
調
査
に
よ
る
全
国
消
費
者
物
価

指
数
が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
0.3
％
に

な
っ
た
た
め
、
そ
の
分
を
引
き
下

げ
る
と
し
た
も
の
で
す
。

　

下
げ
幅
は
、
標
準
例
で
国
民
年

金
は
月
200
円
、
厚
生
年
金
（
基
礎

年
金
を
含
む
）
は
月
708
円
の
減
額

と
し
て
お
り
、４
月
分（
６
月
支
給
）

か
ら
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

年
金
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
組
込

ん
だ
制
度
で
あ
る
と
は
い
え
、
Ｉ

Ｔ
関
連
等
高
齢
者
に
あ
ま
り
関
係

な
い
部
分
が
消
費
者
物
価
押
し
下

げ
の
主
要
な
要
因
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
機
械
的
に
適
用
し
て
い

る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
主
党
政
府
は
99
年
～

01
年
の
物
価
下
落
時
の
特
例
据
置

き
分
を
解
消
す
る
法
案
を
国
会
に

提
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
引
下
げ
は
選
挙
公
約
の
高

齢
者
課
税
問
題
の
先
行
解
決
が
最

低
条
件
で
あ
る
と
、
高
齢
者
連
合
・

自
治
退
は
引
き
続
き
政
府
与
党
へ

の
働
き
か
け
を
強
め
て
い
ま
す
。

12
年
度
年
金
額
０
・
３
％
引
下
げ

　

東
京
清
掃
の
団
結
旗
開
き
が
１
月
18
日
、

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
隣
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
エ
ド
モ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

旗
開
き
に
は
23
区
・
清
掃
一
組
、
各
級
議

員
、
上
部
団
体
・
各
種
友
誼
団
体
等
来
賓
と
、

本
部
・
支
部
含
む
約
250
名
が
参
加
、
華
や
か

に
催
さ
れ
、
退
職
者
会
も
戸
張
副
会
長
、
庄

司
事
務
局
長
、戸
枝
会
計
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
鏡
開
き
は
、
堀
田
元
委
員
長
、
北

条
元
委
員
長
、
大
久
保
元
委
員
長
、
星
野
元

委
員
長
、
西
川
前
委
員
長
、
庄
司
退
職
者
会

事
務
局
長
、
吉
田
現
委
員
長
、
当
局
側
理
事

者
４
名
に
よ
り
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
会
の
模
様
は
東
京
清
掃
機
関
紙
を
参
照
）

写真は東京清掃より提供


